
令和2年度策定　中島校区社協行動計画書 中島校区社会福祉協議会

高齢者の孤立防止と社会参加 ・日頃からの声掛けや見守り ・日頃からの声掛け、見守りの必要性を啓発する ・ 一人暮らし高齢者に対する中島小学校児童と民生委員による鉢花のプレゼント

・日頃からの近所づきあい ・イベント等を通し、顔の見える関係性をつくる 訪問の実施

・高齢者世帯や高齢者一人暮らしが増えている ・ 敬老会、福祉祭りの開催と充実

・サロン等がない町内で集いの場づくりが必要 ・ 年末助け合い見舞金の配布訪問

・ 隣近所の見守り、声掛けの必要性について啓発を行う

認知症高齢者に対する理解 ・認知症への正しい理解 ・認知症について学ぶ機会を設ける ・ 認知症に関する学習会を開催する（認知症サポーター養成講座等）

・認知症高齢者への対応方法 ・ 施設、公民館等で実施しているサロンの周知と充実を図る

（レクレエーション等の充実を図る）

高齢者の体力維持と健康問題 ・気軽に集える場所づくり ・気軽に集える場所づくりの充実を図る ・ サロン等で健康に関する情報提供を行う

・健康に関する情報の提供 ・運動の啓発を図るとともに運動機会を設ける ・ 新たな集い、健康づくりの場の検討

（地域支え合い型サービス、協議体等を通した検討）

・ 老人会と子ども会との夏休みラジオ体操の実施

・ 沖新のり愛タクシーの乗車実績を確認し、必要に応じ時間等を変更する
買い物難民と移動手段 ・免許返納後の移動手段の確保 ・免許返納後の移動手段を検討する ・ 実態とニーズ調査を通して免許返納後の移動手段を検討する

・実態とニーズの把握 ・実態とニーズを把握する ・ 移動販売や配達が出来る業者と連携を図る

・バス利用が不便
障がい児・者に対する理解 ・障がいへの正しい理解 ・障がい特性、障がい児・者への対応方法について学ぶ機会を設ける ・ 障がい児・者に対する学習会の開催

・障がい児・者への対応方法 ・ゆたか学園等との交流を通し、対応方法について学びを深める ・ ゆたか学園スポーツフェスタ、夏祭り等への参加、交流を行う

子どもの人権 ・早期発見と早期対応 ・いじめ、虐待等に係る早期発見、対応について啓発を図る ・ 子どもの人権について啓発を図る（回覧板、広報誌等）

（いじめ、不登校、虐待、 ・子育て世帯の情報把握 ・日頃からの声掛け、見守りを行う ・ 小、中学校との連携（学校行事への参加、協力）

引きこもり） ・ 伝承遊びの機会の確保（世代間交流）

子ども、子育て家庭の見守り ・子育て世帯の情報把握（転入世帯等） ・小、中学校との連携 ・ 登下校中の交通安全指導（高齢者にも参加を促す。高齢者の孤立、社会参加に

・登下校時における見守りと安全確保 ・通学路の安全点検と危険個所の確認。 も繋げる）

・ 用水路の安全確保

子ども、子育て家庭の孤立 ・休日、放課後の居場所づくり ・日頃からの声掛け、見守りを行う。 ・ 子育てサークル（ひよこクラブ）の広報と内容の充実を図る
と貧困問題 ・子育て世代、世代間、転入者等との交流が少ない ・現存の居場所づくりの広報と新たな居場所づくりの検討 ・ 子ども食堂への参加、交流促進を図る（子育て世代、世代間、転入者等）

・子育てサークルの参加者が減っている

平常時における災害の備え ・避難先（避難所）の周知と避難経路の確認 ・地域版ハザードマップの作成 ・ 子ども会と協働した地域版ハザードマップ（避難経路地図）の作成と周知
と避難支援体制の構築 ・要援護者の実態把握と支援体制の確認 ・避難先（避難所）、避難経路の広報を図る ・ 避難所、福祉避難所（ゆたか学園）の広報と周知

・日中、高齢者のみとなる世帯が多く、緊急時の対応が難しい ・要援護者名簿の情報共有と避難支援体制を構築する ・ 自主防災クラブと連動した避難訓練の実施

防災に対する地域住民の ・日頃からの近所づきあい ・日頃から挨拶、声掛けを行う ・ 災害要援護者名簿を団体間で共有し、避難支援体制を構築する

意識づけ ・各家庭における備蓄食糧等の確認 ・防災（備蓄食糧等）の学習会を開催する ・ 災害、防災に係る学習会（避難支援、自助、互助等）の開催

災害時における避難支援 ・要援護者の避難支援と安否確認

・隣近所での互助（共助）活動

地域役員の担い手不足 ・地域活動に対する住民の理解 ・地域団体、活動の啓発、周知 ・ 中島校区成人式の開催を通し、地域活動に対する理解を促進する（育成）

・地域団体の役割と活動内容の周知 ・自治協において団体間の情報共有を図る ・ PTAの協力を得て、地域行事等の情報発信を行い、地域活動に対する興味、関心

を高める。

地域団体間における連携 ・地域団体が行う活動の実態把握 ・ 情報誌の中で地域団体、役員等の活動、役割を広く周知する

・地域団体に対する住民の理解 ・ 自治協において団体間の情報共有を図る

環境と治安（ゴミステーシ ・ゴミ出しに関する正確な情報の提供 ・ゴミ出しに関する正確な情報を周知する ・ 回覧板等により、ゴミ出し、空き家に関する正確な情報を周知する

ョン、騒音トラブルなど） ・日頃からの近所づきあい ・騒音に係る防止策の検討 ・ 空き家に係る学習会の開催（市の出前講座等）

・新港道路でのバイクの騒音問題

空き家・空き地・ゴミ屋敷 ・地域における実態把握 ・実態を把握し、空き家等に関する正確な情報を学ぶ機会を設ける

・空き家等に関する正確な情報の提供

健康づくり・生活習慣病予防 ・運動習慣がない人が多い ・健診や健康教育で運動、飲酒について啓発を図る ・ 健診や健康教育で運動、飲酒、栄養等について啓発を図る

・男性は毎日飲酒している人が多い ・健診受診を広く呼び掛ける ・ 地域行事等を通して健診受診を広く呼び掛ける

・がんの死亡割合が熊本市平均より高い

・肥満の人の割合が男女ともに高い

・高血糖や糖尿病の人の割合が多い

行動計画
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分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み


